
- 5 - 

 

 

 

 

 

令和６年度事業の実施状況について 
 

 

 

 

 

 

資料１－１ 



- 6 - 

【令和６年度事業の実施状況】 

 

事業名 生きる力を育むとっとり学校図書館活用教育普及事業 評価 Ｂ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 

学習指導要領とＧＩＧＡスクール構想に対応した学校図書館の活用をより一層推進するため、学校

図書館関係職員の能力向上に資する研修等を実施する。 

２ 主な事業の実施状況 

（１）学校図書館関係職員の能力向上に資する研修 

区分 内容 開催日等 参加人数 

学校図書館活用
教育普及講座 

【テーマ】ＧＩＧＡスクール時代の今こそ、学校図書
館の活用を 

【対 象】各学校の管理職、学校図書館関係者（司書
教諭、学校司書、学校図書館担当職員）公
共図書館職員、市町村（学校組合）教育委
員会学校図書館担当者等 

８月５・６・８日 
※東中西部の３会
場で実施(５日
は配信あり) 

１４３名 

学校司書のため
のＩＣＴスキル
アップ講座 

【内 容】①Ｂａｓｉｃ講座 ②Ｆｉｇｊａｍ講座 
【対 象】小･中･義務教育学校･高校･特別支援学校に

勤務する学校司書 

①５月２２～２４日 
②５月２２～２４日 

①５７名 
②４３名 

学校図書館司書
研修会 

【テーマ】デジタルアーカイブの活用と学校図書館 
【対 象】高等学校・特別支援学校図書館関係者、教

職員 

１１月１５日 ４０名 

学校図書館司書
実務研修会 

【内 容】学校図書館の運営や学校司書の年間業務に
ついて先輩司書主任から学ぶ 

【対 象】高等学校司書、特別支援学校司書 

①１０月８日 
②１２月１３日 

①２４名 
②１５名 

学校図書館支援
員派遣・訪問事
業 

市町村立図書館､教育委員会､県立学校等の要望に応
じて県立図書館職員が出向いて研修を実施｡ 
(派遣先)大山町立図書館､倉吉市立図書館､東部小

学校教育研究会図書館部会 等 

延べ１２回研修を
実施 

５２４名 

教育センターと
の連携 

県教育センターが行う司書教諭研修で学校図書館支
援員が講師を務めた｡また､学校図書館に関する専門
研修の講師選定に学校図書館支援員が参画した｡ 

司書教諭研修 
①６月４日 
②６月１７日 

①６８名 
②７７名 

（２）全国大会鳥取県予選高校生ビブリオバトル大会 

県内高等学校の司書が協力して全国高等学校ビブリオバトル(※)大会の県予選として開催し、代

表者１名を選考した。 

開催日：１２月８日  出場者数：８校・１１名  参加者：６６名 

※ビブリオバトル：本の魅力を紹介し合い､もっとも読みたいと思う本を投票で決める書評ゲーム 

（３）司書企画事業 

ア「高校生にすすめたい本リスト２０２４」作成 

高校、特別支援学校の学校図書館職員による高校生へのおすすめ本３０冊を掲載したリストを作成

し、電子データとして県内の高校･特別支援学校へ送付した。あわせて県内市町村立図書館や大学図

書館等にも紙のリストを提供した。 

 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

717 （流用）▲93 624 540 0 84 

■評価基準 

(Ａ)既に達成(100％以上) (Ｂ)順調(80～99％) (Ｃ)やや遅れている(50～79％) (Ｄ)遅れている(0～49％) 
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イ「すぐできる！情報検索ガイド‐情報検索のためのリンク集‐」、｢デジタルパスファインダー｣作成 

学校図書館を活用した情報活用能力の育成を目的に県立高校司書を中心に作成した｡データ化し、

生徒各自の端末での利用が可能となっている｡ 

（４）授業活用選定用見本図書の貸出 

学校や各市町村立図書館に見本図書を７セット貸出した｡また、全点購入の新刊児童図書(選定用)

を希望に応じ閲覧、貸し出しした｡ (２，５６５冊) 

３ 事業の成果（改善状況）・課題等 

（１）成果 

・ＤＸ化やＩＣＴ活用など教育の最新動向を反映した内容で研修を企画。学校現場との連動性が高ま

った。 

・学校図書館司書から要望のあった、テーマについての研修を、対面だけでなく配信するハイブリッド

形式で実施するとともに東・中・西部 3 会場で同じ内容の研修等を行い、より多くの参加を可能に

した。 

・「学校図書館活用教育推進ビジョン」「情報活用能力系統表」「年間活用計画」などの資料を研修や訪

問相談の場を活用して定期的に紹介し、浸透を図った。 

・令和７年度の中学校教科書改訂に向けて「年間計画作成のための資料」をアップデートし、現場の変

化に対応した情報提供を行った。 

・各学校への訪問相談や、市町村での研修講師派遣を継続。現場に寄り添った支援体制を維持した。 

・学校図書館でのICTを活用した授業や探究活動など、実践的な取組が見られるようになった。 

・公共図書館職員と学校図書館担当者が合同で研修を受講する機会が増え、館種間の連携が進んだ。 

（２）課題 

・ＧＩＧＡスクール構想により１人１台端末が整備された環境を活かし、学校図書館でもＩＣＴを効

果的に取り入れた教育活動の展開が求められている。 

・探究的な学習における学校図書館の役割を明確にし、学校図書館担当者だけでなく、全教職員の意識

を高める研修や情報提供が必要。 

・学校図書館を支援していくにあたり、各教育局・教育センター・市町村教育委員会との連携をより密

にしていく必要がある。 

・特別な配慮を必要とする児童生徒に対応するため、多様な資料の整備や支援サービスの工夫など、誰

もが利用しやすい読書環境づくりが求められている。 
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事業名 デジタル化時代の知の拠点づくり事業 評価 Ｂ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 

・令和３年３月に公開したデジタルアーカイブシステム「とっとりデジタルコレクション」(以下、

「とりデジ」という｡)､令和５年度から導入した電子書籍サービスをより全県的に普及させること

で新たな利用者を開拓し、非来館者を含めた県民への図書館サービス充実を図る。 

・当館が所蔵する郷土資料のデジタル化を進め、資料利用の利便性を向上させるとともに、貴重な財

産を後世へ継承する体制を整えるため、県及び市町村の文化財・観光等の担当者を対象としたデジ

タル化に関する知識や技術を習得する研修会を行い、デジタル化に長けた人材を育成する。 

２ 主な事業の実施状況 

(１) とりデジ及び電子書籍サービスの普及・充実 
ア とりデジの運用等 

公文書館､美術館､埋蔵文化財センター､図書館､博物館の５館合同でとりデジを運用｡なお､システ

ムは図書館が運用・保守を担当｡ 

①公開データ件数：約 ６９万件 (うち図書館：約２１万５千件) 

②総アクセス件数：約１４７万件（うち図書館：約１８万６千件） 

※アクセス件数１００万件到達は令和６年５月５日 

③図書館事業での活用例 

・郷土文学者情報発信事業では、崩し字で書かれた作品『やつれみのの日記』を解読するワー

クショップを実施。(令和７年３月１４日、参加者１１名)テキストを解読した成果は、とっ

とりデジタルコレクションのコンテンツの翻刻として活用するため準備を進めている。 

・郷土人物をテーマとした企画展示の開催時に、当館のホームページで展示内容を紹介。展示

紹介のページにはとりデジ内の当該人物のページへのリンクを貼付した。 

イ 電子書籍サービスの運用等 

県立図書館の利用者カード保有者だけでなく、市町村立図書館や学校図書館の利用者カード保有

者も利用可能な電子書籍サービスを実施。 

①利用できる電子書籍システム：ＫｉｎｏＤｅｎ(紀伊國屋書店) 

②利用可能冊数：専門書、学術書、英語多読用資料等２，９４３冊(うち令和６年度増加冊数：

１，３３６冊・令和７年３月末現在) 

③アクセス件数：２０，４８７件(１日あたり５６．１件・令和７年３月末現在) 

④その他 

・電子書籍の利用案内や新着資料リスト、電子書籍アクセス数月間ランキング(月１回更新)な

ど、電子書籍のＰＲや利用促進のため電子書籍のウェブページをリニューアルした。（令和６

年６月～） 

・特別資料展｢平安時代の物語文学－読み継がれた源氏物語と池田亀鑑－｣に合わせて平安文学

に関する電子書籍リストを作成し、ウェブページ、図書館公式ＳＮＳ、紙面によりＰＲし

た。（令和６年９月） 

・伯耆町有線テレビジョン制作番組「勝手に探Ｑ新」で職員が電子書籍サービスをＰＲした。

（令和６年３月、４月） 

・県知事部局（子育て王国アプリや星取県イベント等）、県教育委員会の他所属（県教委公式

Ｘ、とっとり教育ポータルサイト等）と連携した情報発信を行った。 

ウ 「鳥取県電子図書館普及キャラバン」の実施等 

電子書籍サービス及び「とりデジ」を全県的に普及し利用を促進するため、特に若年層や非来館

者向けの出前図書館・イベントを県内４か所で実施した。 
 
 
 
 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

25,433 （流用）▲210 25,223 24,862 0 361 
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実施日 １０月１３日 １１月３日 １２月６日 １２月７日 

会 場 
鳥取大学附属図書館前 鳥取大学医学部 境港市役所 イオンモール日吉津モール

棟２階 

対 象 学生、教職員 学生、教職員 同市職員､議員 同店利用者 

来場者 ３５０名 １５０名 ４５名 ３０２名 

内 容 

大学祭に出展し、以下
を実施。 
・チラシ配布 
・電子書籍等の利用体験 
・トリピー着ぐるみ 

出前図書館を実
施 

出前図書館を
実施 

紀伊國屋書店と共同でブー
ス出展し、以下を実施。 
・チラシ配布 
・電子書籍等の利用体験 
・クイズとノベルティ配布 
・トリピー着ぐるみ 

(２) 郷土資料のデジタル化推進 
ア 当館所蔵資料デジタル化の推進 

郷土資料（和本、地図、案内誌等）１０２点をデジタル化した。 
イ 研修の実施 

事業名 内容 開催日 参加人数 

資料デジタル
化研修 

【テーマ】資料の撮影方法等 
【対 象】市町村の文化財・

観光等の担当者 

１１月１９日・２０日 ２０名 

スキルアップ
のための研修
及び視察 

デジタル化に関する資格取
得に関する研修受講経費 

デジタルアーキビスト資格取得に関する講
習(３月１・８・１５日及び録画講義のオンラ
インでの視聴） 

１名 

３ 事業の成果（改善状況）・課題等 
（１）改善等に取り組んだ点 

・市町村立図書館等の利用カードがあれば県立図書館の電子書籍サービスが利用できることを周知
するため、市町村立図書館、大学図書館と協働して「鳥取県電子図書館普及キャラバン」を実施
した。 

・電子書籍の利用促進に向け、知事部局や県教委の各課に働きかけ、他所属のＳＮＳやイベントで
も情報を発信し､より広い層に向けたＰＲに努めた｡ 

・昨年度に引き続き､鳥取県ライトハウス点字図書館と連携し、電子書籍サービスのウェブページ
のアクセシビリティを改善した｡ 
(改善点) 当館で利用可能な電子書籍についてスクリーンリーダーを経由しても確実に情報が得ら

れるよう､テキストデータによる資料リストを新たに作成しウェブページに公開した｡ 

（２）成果 
・「鳥取県電子図書館普及キャラバン」の実施により、非来館者層を含む多くの方に電子書籍サー
ビスととりデジを広報することができた。また事業に協力いただいた市町村立図書館・大学図書
館の来館者数やｗｅｂ利用者登録件数が増加するなど、相乗効果が得られた。 

・とりデジは、年々アクセス数が伸びている。 
・資料デジタル化研修は「撮影実習に特化した全県集合型研修」で行ったが、委託先企業によると
この方式による実施例はこれまでになく、全国モデルとなり得ると評価された。 

・研修により、県内の図書館員・関係者のデジタル化に関する基礎知識の習得、資料デジタル化の
必要性等への理解が進んだ。 

（３）課題 
・電子書籍サービスととりデジの認知度をさらに高めるため、新規利用者の開拓が見込まれる大学
や商業施設、県主催事業でのＰＲ活動等、図書館の枠組みにとらわれない広報の実施が必要。 

・読書バリアフリーの観点から、電子書籍サービスの音声読み上げ対応のコンテンツを充実させる
ほか、利便性の向上に向け引き続き紀伊國屋書店への改善提案を行う必要がある。 

・デジタル化資料の利用を通じた県民の教育文化・観光・研究等への支援に向け、とりデジの機能
向上やデジタルパスファインダー等の教材開発をさらに進める必要がある。 

・貴重な資料を後世へ確かに継承する体制を全県的に整えるため、資料のデジタル化や適切な保存
管理及び利活用等の実務を担う人材育成等への支援を継続して行うことが必要。 
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事業名 仕事とくらしに役立つ図書館推進事業(くらしに役立つ図書館推進事業) 評価 Ａ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 
地域の情報拠点として、仕事とくらしに関わる県民と地域の課題解決に向け必要な情報を提供する

など、一層の資料充実や機能向上を図る。 
 
２ 主な事業の実施状況 

(１）読書バリアフリー推進・普及のための図書館サービス事業 

ア 鳥取県読書バリアフリー推進に係る関係者協議会の開催 
障がい者団体、支援団体、行政関係者等が参加する会議を開催し、｢鳥取県読書バリアフリー計

画｣に基づく事業の取組状況等に関する評価や進捗について意見を聴取した。（３回開催） 

イ はーとふる図書館ツアー 
視覚障がい者等を対象とする図書館ツアーを開催した。（１０月２５日、１９名参加） 

ウ アクセシブルな書籍等の充実（大活字本、点字図書、デイジー図書、さわる絵本、電子書籍等） 
令和７年３月末現在１８，５６３点 （前年比３５４点増) 

エ アクセシブルな書籍等の貸出 
令和６年度１８，０９０点（前年比１，２３２点増) 

オ 障がい者サービス用機器の整備・充実 
デイジー図書再生機１台、据置型拡大読書器１台、リーディングルーペ１６個、リーディングト

ラッカー２７個を購入。 

(２）図書館を活用した「あんしん健康ライフ」応援事業 
高齢者を主な対象とし、認知症になっても安心して通える図書館となるための環境整備、デジタ

ル機器を利用した情報収集講座を実施した。 

ア 館内標示を考えるワークショップ（認知症本人ミーティング）の開催・館内標示の改善 
令和５年度の「認知症本人ミーティング」でいただいた提案を基に、分かりやすい館内標示作成

のためのワークショップを実施。これに加えて障がい者関係団体等へ意見聴取し、多様な来館者に
とって分かりやすい館内標示を設置した。（３月設置） 

イ 高齢者サービス｢デジタル機器を利用した情報収集講座｣の開催 
市町村立図書館との共催により、スマートフォン・タブレットを利用した情報収集方法について

学ぶ講座を開催した。 
１０月２３日 倉吉市立図書館・・・・・・・・参加者 ９名 
１１月２２日 米子市立図書館・・・・・・・・参加者１０名 
１２月１９日 鳥取市立中央図書館・・・・・・参加者 ５名 
２月２３日 灘手コミュニティセンター・・・参加者１４名 

(３）図書館で「すくすく子育て」応援事業 

ア 託児サービス｢託児で来(らい)ぶらり｣の実施 
幼い子ども連れで来館する利用者が、ゆっくり図書館を利用できるよう託児サービスを実施。 
実施日時：毎週水曜午前９時１５分～１１時４５分  利用者数：延べ３０名 

(４）豊かな心をはぐくむ子どもの読書応援事業 
子どもの読書活動推進を図るため、市町村立図書館職員、学校図書館関係者等、子どもと子ども

の本に関わる人々が、継続的に研修できる機会を提供した。 

ア 児童サービス専門講座の開催 

内容 開催日等 参加人数 

【テーマ】未就学児と本をつなぐ―豊かな未来のために 
【講 師】水間 千恵氏(白百合女子大学人間総合学部児童文化学科教授) 
【対 象】公共図書館関係職員､学校司書、司書教諭、幼稚園・認定こど

も園・保育所の職員等 

９月１９日 ４７名 

 
 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

7,806 （流用）▲851 6,955 6,148 0 807 
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イ 児童サービス実務研修の開催 
県立図書館職員が講師を務め、児童サービスの基礎について実践的に学ぶ研修を市町村立図書館と

の共催で実施。 

テーマ 対象・会場 開催日等 参加人数 

ブックトーク(入門編) 
【対象】市町村立図書館職員等 
【会場】まなびタウンとうはく 

６月２７日 ２１名 

ブックトーク(実践編) 
【対象】市町村立図書館職員等 
【会場】ちえの森ちづ図書館 

１１月７日 １１名 

選書 
【対象】市町村立図書館職員等 
【会場】ヴィレステひえづ 

２月６日 ２１名 

(５）サポートの必要な家庭応援・居場所としての図書館活用推進 

ア とっとり孤独・孤立対策官民連携プラットフォームへの参加 
県立図書館と県内市町村立図書館から成る鳥取県公共図書館協議会として令和６年９月から県孤

独・孤立対策課が所管する孤独・孤立支援に関する官民連携組織(とっとり孤独・孤立プラットフォー
ム)に参加し、情報共有を推進した。 

イ 法情報･困りごと解決支援情報の提供 
・行政書士会・司法書士会との共同による相談会、労働セミナーの開催(会場：県立図書館、２６回開
催、計２６２人参加) 

 
３ 事業の成果（改善状況）・課題等 

(１）読書バリアフリー推進・普及のための図書館サービス事業 

ア 成果 
・鳥取県読書バリアフリー計画については、令和３年度～５年度までの実施状況を評価し、取組の進
捗と今後の課題等を把握することができた。 

・ＬＤ等専門員連絡会で、特別支援学校以外の学校へ当館サービスについて説明する等、学校現場へ
の普及の機会を得ることができた。 

・はーとふるサービスや読書バリアフリーについて、県政テレビやラジオ、新聞等を通じて広く県民
へ向けた周知啓発を実施した。 

・「子どものための福祉機器展」等関係団体の行事で出前図書館実施等を実施し、情報発信と連携につ
ながった。 

イ 課題 
・令和７年度に計画の最終年を迎える鳥取県読書バリアフリー計画について、当事者、関係団体等と
意見交換しながら改訂作業を進めていく必要がある。 

・会議や関係団体の訪問の機会をとらえて現状やニーズを把握し、読書バリアフリー関連施策を充実
する必要がある。 

・市町村立図書館や関係団体との連携を強化し、読書バリアフリー・障がい者サービスの一層の周知
と利用促進を図る必要がある。 

（２）図書館を活用した「あんしん健康ライフ」応援事業 

ア 成果 
・新たな館内表示を設置したことにより、高齢者・認知症の方だけでなく多様な来館者にとって利用
しやすい図書館の環境整備を進めることができた。 

・「高齢者対象のデジタル機器を利用した情報収集講座」を学びなおしに取組む方まで対象とし､鳥取・
倉吉・米子の市立図書館等で開催したことにより､遠隔地にお住いの方にも受講していただけた｡ 

イ 課題 
・高齢者向けのサービスについて県内のニーズ・実態を把握し､市町村立図書館・関係機関等との連携
によるサービスの充実と利用促進を図る必要がある｡ 

（３）図書館で「すくすく子育て」応援事業 

ア 成果 
・託児サービス｢託児で来(らい)ぶらり｣を実施し、幼いお子さん連れの利用者の方にゆっくりと調べ
物をしたり本を選んだりしていただくことができた。 

・｢子育て応援コーナー」を児童図書室に設置し､子育てに必要な情報を１か所で提供することができ
た｡ 

 
 



- 12 - 

イ 課題 
・当館の子どもと本をつなぐ取組や子育て応援サービスについて､継続して周知を図り利用を促す必
要がある｡ 

(４）豊かな心をはぐくむ子どもの読書応援事業 

ア 成果 
・「児童サービス専門講座」は、対象を幼稚園・認定こども園・保育所に広げて開催し、多くの所属か
らの参加があり、一緒に学び合い理解を深める貴重な機会とすることができた。 

・「児童サービス実務研修」は､特に児童サービスの経験年数が少ない担当する職員を対象とし、実践
や意見交換を通じて互いに学び研鑽し合うことで、児童サービスへの理解が深まり、県内各図書館
における子どもの読書活動推進のための取組みを支援することができた。 

イ 課題 
・当館の子どもと本をつなぐ取組について､改めて周知を図り利用を促す必要がある｡ 
・社会情勢の変化等を踏まえながら、市町村立図書館や学校をはじめとする関係機関や団体等と連携
を図り、子どもの読書活動を推進するための取組みをさらに進める必要がある。 

(５）サポートの必要な家庭応援・居場所としての図書館活用推進 

ア 成果 
・とっとり孤独・孤立対策官民連携プラットフォームへの参加や連携展示などを通じて、関係機関と
の連携を進めることができた。 

・日常生活の困りごとに役立てていただける「困りごとナビ」を１５種類改訂し、最新情報を提供で
きた。 

イ 課題 
・サービスの一層の周知、市町村立図書館・関係機関等との連携によるサービスの充実を図る必要が
ある｡ 
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事業名 仕事とくらしに役立つ図書館推進事業（図書館ビジネス支援推進事業） 評価 Ａ 

再掲（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 
地域の情報拠点として、仕事とくらしに関わる県民と地域の課題解決に向け必要な情報を提供する

など、一層の資料充実や機能向上を図る。 

２ 主な事業の実施状況 
(１）第６回図書館で夢を実現しました大賞 

県内の公共図書館を活用して起業、商品開発等を行った事例を募集、表彰することにより、図書館
のビジネス支援機能をＰＲし、活用を推進することで、県民の課題解決を支援する。 
・募集期間：７月１２日～１０月３０日 
・応募件数：５件 
・審査：外部委員を委嘱し受賞者を決定。 
・表彰式：３月１日に図書館で開催。最優秀賞１件、優秀賞２件 
・関連事業：ウェブページ「としょかんビジネストーク」に事例追加（応募企業で選外となった２社、
３月１日公開) 

(２）ビジネス支援サービス２０周年記念Ｂｉｚフォーラムの開催 
・記念講演「鳥取で起業するということ」 
講師 ：宇佐美孝太氏（株式会社ｓｋｙｅｒ代表取締役） 

・ミニ講演「公立図書館におけるビジネス支援とは？」 
講師：竹内利明氏（ビジネス支援図書館推進協議会会長・元電気通信大学特任教授）           

・パネルディスカッション「成功事例から学ぶ、図書館を使い倒す方法論」 
コーディネーター：延原清隆氏（日本政策金融公庫国民生活事業鳥取支店融資課長） 
パネリスト：増田晋也氏（アイメモリア株式会社代表取締役）、山田大樹氏（鹿野稲妻飯店店主）、

生田昭夫氏(堂計画室代表) 
・参加者 ７２名 

(３）夢･実現スタートアップ創業勉強会 
県内２図書館と連携して勉強会を開催した。 

・対象 創業を検討している者 
・内容 ビジネスに役立つ図書館の活用法、創業の心構え、準備について 
・講師 鳥取県よろず支援拠点職員、図書館職員、ＩＮＰＩＴ鳥取知財総合支援窓口職員 

開催日 １０月２２日 １０月２４日 １０月２９日 

会 場 米子市立図書館 鳥取県立図書館 倉吉市立図書館 

参加者 ５名 ７名 ８名 

(４）県内の産業支援イベントでの出前図書館の実施 
商工労働関連研修会、イベントでの出前図書館等の実施(６回) 

(５）各種相談会の実施 
ア 知財・ビジネス合同相談会の定期開催 
・対応者：県立図書館司書、ＩＮＰＩＴ知財総合支援窓口コーディネーター、弁理士、鳥取県よろず

支援拠点の相談員 
・内 容：知財・ビジネス情報の検索(司書)、知財(ＩＮＰＩＴ知財総合支援窓口コーディネーター)、

弁理士､経営相談(鳥取県よろず支援拠点相談員) 
・会  場：県立図書館   ・実施回数：１２回   ・相談者：２１名 

イ 起業・経営なんでも相談会/創業融資相談会の定期開催 
・対応者：鳥取県中小企業診断士協会の中小企業診断士、日本政策金融公庫の職員 
・会 場：県立図書館   ・実施回数：１１回   ・相談者：１９名 
・その他：県立図書館司書が相談内容に応じて資料を事前準備。 

ウ 就農相談会の定期開催 
・対応者：鳥取県農業経営・就農支援センター職員 

・会 場：県立図書館    ・実施回数：３回    ・相談者３名 
・その他：県立図書館司書が相談内容に応じて資料を事前準備。 

(６）県立図書館と産業支援機関との連携事業 
ア 高校生ビジネスプラン作成講座｣の開催(日本政策金融公庫との共催)  

「高校生ビジネスプラン・グランプリ」(主催：日本政策金融公庫)の募集時期に合わせて実施。 
 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

7,806 （流用）▲851 6,955 6,148 0 807 



- 14 - 

・対象：県内の高校生、高専生（１～３年生のみ） 
・内容：ビジネスプランの作成、図書館活用講座・館内見学 

開催日 ８月８日 ８月９日 

会 場 米子市立図書館 鳥取県立図書館 

参加者 ４名 １０名 

イ ｢貿易実務講座｣の開催(ジェトロ鳥取との共催、会場(当館)とオンライン併用)  

開催日 １１月６日 １１月７日 

内 容 貿易実務・入門 英文契約書・入門 

参加者 １１名 １１名 

ウ 企画展示「鳥取県認定グリーン商品リレー展示２０２４」の開催 
循環資源を活用した製品の展示物とともにグリーンイノベーション・ＳＤＧｓ・カーボンニュート

ラルなどとリンクさせ、関連図書等を図書館で展示した。 

展 示 物 鳥取県認定グリーン商品の実物展示､紹介パネルの展示など 

主    催 鳥取県認定グリーン商品普及促進協議会 

展 示 館 １０館（県立１館、、高等学校９館） 

期 間 令和６年９月５日(木)～令和７年２月２６日(水) 

展 示 館 展 示 期 間 

(県立図書館) 

 鳥取県立図書館 令和７年 １月 ４日(土)～ １月１９日(日) 

(学校図書館) 

 

倉吉農業高等学校 令和６年 ９月 ５日(木)～ ９月１９日(木) 

米子西高校 令和６年 ９月１２日(木)～ ９月２６日(木) 

米子白鳳高校 令和６年１０月２３日(木)～１１月２０日(木) 

鳥取工業高校 令和６年１０月１８日(金)～１１月１５日(金) 

鳥取中央育英高等学校 令和６年１０月３１日(木)～１１月１４日(木) 

鳥取湖陵高校 令和６年１１月２７日(水)～１２月１１日(水) 

湯梨浜学園高校 令和６年１１月２７日(水)～１２月１１日(水) 

倉吉西高等学校 令和７年 １月１５日(水)～ １月２９日(水) 

倉吉北高等学校 令和７年 １月２９日(水)～ ２月２６日(水) 

３ 事業の成果（改善状況）・課題等 
(１)第６回図書館で夢を実現しました大賞 

成果 図書館を活用した成功事例により、ビジネス支援サービスのＰＲにつながった。 
(２)ビジネス支援サービス２０周年記念Ｂｉｚフォーラムの開催 

成果 各メディアの取材があり、記事や放送によりビジネス支援サービスのＰＲにつながった。 
(３)夢･実現スタートアップ創業勉強会 

成果 参加者へ創業のノウハウを学んでいただけたことに加え、関係機関との連携が強化できた｡また、図書
館が情報収集に役立つ場であることを効果的にＰＲできた。 

(４)県内の産業支援イベントでの出前図書館の実施 
成果 貸出のほか図書館の活用法についても説明を行い、新規利用登録につなげることができた。 

(５)各種相談会の実施 
成果 継続的に相談会や各種行事を行うことで、着実に創業や経営に必要な情報を提供でき、図書

館のアドバイスを活用してビジネスを立ち上げた事例が生まれ、地域企業の創業や経営を後
押しできた。 

(６)県立図書館と産業支援機関との連携事業 
成果 高校生ビジネスプラン作成講座を当館外米子市立図書館会場でも開催することで、西部地区

の高校生にもビジネスアイデアの発想法や図書館の活用法について学ぶ機会を提供できた。 

【全体の課題】 
・図書館のビジネス支援機能の能認知度を高めて活用を推進するため、県内図書館や学校図書館での関
連展示の実施や地域メディアやＳＮＳの活用により、さらに情報発信に努める必要がある｡ 

・各事業のアンケート結果等から、ビジネス支援サービスを継続的に行ってほしいとの要望を踏まえ、
中西部地域でもビジネス支援サービスを拡大していく必要がある｡そのため、市町村立図書館と講座
やセミナー､出前図書館等を市町村立図書館と連携して実施するなどしてビジネス支援サービスのノ
ウハウ等の情報共有を進めていく。 
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事業名 郷土情報発信事業 評価 Ｂ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 
郷土資料を収集・保存するとともに、資料の利用促進を図る。また、鳥取県出身の文学者及び鳥取

県の自然や文化について興味、関心を喚起する資料展や講演会を開催するとともに、県内の関係機関
や市町村立図書館、学校図書館と連携し、広く県民へ情報を発信する。 

２ 主な事業の実施状況 
(１）ふるさとの歴史再発見事業 
ア 特別資料展「平安時代の物語文学－読み継がれた源氏物語と池田亀鑑－」展 

内  容：物語文学、源氏物語が生みだした作品、古典文学の世界、本県出身の源氏物語研究の大
家・池田亀鑑の果たした役割と源氏の未来などのテーマで関連資料を展示した。 

会  期：８月２４日～９月２９日 
来場者数：５９６名 

イ 郷土文化講演会｢平安文学の人物像について‐史実に相照らして‐｣ 
開 催 日：１１月３０日 
講   師：流通経済大学准教授 高橋 由記氏 
内   容：平安文学に描かれる中宮定子、藤原伊周、藤原道長などの人物について、『枕草子』『栄

花物語』といった文学作品と史実とを合わせて講演していただいた。 
参 加 者：８２名 

ウ 鳥取県の昔話を聞く会の開催 
毎月第４土曜日に開催した。（参加者：延べ１９２名。５月は中止） 

(２）郷土文学者情報発信事業 
『やつれみのの日記』をテキストに、崩し字で書かれた作品を解読するワークショップを開催した。 
開催日：３月１４日 
対  象：図書館員、一般 
内  容：とっとりデジタルコレクションで公開中の郷土資料を活用し､崩し字の翻刻の基礎を学ぶ 
参加者：１１名 

(３）地域資料データベース等サービス事業 
日本海新聞の記事を検索・閲覧できる環境を整備した。 
・日本海新聞記事検索サービス及びマイクロフィルム閲覧サービスの提供 
・日本海新聞のマイクロフィルム化（平成３１年１月～令和５年１２月分） 

(４）郷土資料による企画展示 
鳥取県の歴史･文化･人物等や社会的な課題について、所蔵資料の展示を行った。(１７回実施) 

３ 事業の成果（改善状況）・課題等 
(１）成果 

・特別資料展で当館所蔵の平安文学に関する資料や日南町出身の池田亀鑑を紹介し､関連の講演会を
開催したことにより､多くの県民に図書館資料や郷土人物について知っていただく機会となった｡ 

・『やつれみのの日記』を用いた崩し字で書かれた作品を解読するワークショップの開催により、県
内図書館員の古文書解読のスキルアップにつながった。併せて、ワークショップで作成した同書の
活字版は、とっとりデジタルコレクションの同資料の掲載データに活用した。 

・郷土資料による企画展示のうち、特にＮＨＫ連続テレビ小説「虎に翼」に関連して行った、当県ゆ
かりの日本人初の女性弁護士の一人である中田正子の展示は､関連資料の貸出やとっとりデジタル
コレクションの郷土人物データベースへのアクセスが増加につながった｡ 

(２）課題 
・今後も継続して､郷土資料の収集･整理､郷土情報の蓄積を行い後世に伝えていくとともに、県民が
鳥取県に愛着や誇りを持てるような取組を積極的･魅力的に行っていく必要がある｡ 

・県内公共図書館・学校図書館､関係機関等と連携し､これまでに当館が行った展示のパネル等を他の
施設に貸し出すなどの方法により､県内全域に郷土情報の周知と活用を促進していく必要がある｡ 

・郷土資料の保存環境の点検を行い､災害等で滅失･破損等しないよう対策を強化するとともに､郷土
資料のデジタル化と利活用の推進が必要である。 

 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

7,739 （流用）▲65 7,674 6,396 0 1,278 
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事業名 市町村立図書館等協力支援事業 評価 Ｂ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 

県民への情報保障のため、全県の図書館や関係機関に対して迅速に資料・情報の提供支援を行う等、

県内図書館ネットワークの要としての役割を担うとともに、地域の課題やニーズに対応するために県

内図書館職員の研修を実施し、全県の図書館サービスの向上を図る。 

 

２ 主な事業の実施状況 

(１）図書館へ行こう！キャンペーン 

秋の読書週間(１０月２７日～１１月９日)に合わせ､当館と市町村立図書館、大学・高等専門学校図

書館、専門図書館が共同で図書館利用促進に向けたキャンペーンを実施した｡ 

・実 施 期 間：１０月１日～１２月１日 

・内        容：図書館で体験メニューを設定し､体験数に応じて賞品をプレゼントした｡ 

・賞品・配布数：クリアファイル３,５５１枚､マグネットシート２,１８１枚､トートバック５００枚

(抽選。応募数１,８６０件) 

(２）図書館業務専門講座 

高度化･多様化する利用者のニーズに対応するため､図書館職員のスキルアップを目的とした研修

を実施した｡また､下表以外に､当館職員が希望する市町村立図書館の研修会に出向き研修を行った｡ 

区分 内容 開催日等 参加人数 

図書館経営 【テーマ】地域産業とともに歩む甲州市立勝沼図書館の
挑戦と地域愛・図書館愛を育むカムカムクラ
ブの活動 

【対 象】県内の公共図書館職員(主に管理職)、大学図
書館職員、学校図書館関係者、図書館行政担
当者 

６月７日 
※オンライン
配信あり 

４７名 

児童サービス 【テーマ】未就学児と本をつなぐ―豊かな未来のために 
【対 象】県内の公共図書館関係職員､学校司書､司書教

諭､幼稚園・認定こども園・保育所の職員等 

９月１９日 ４７名 

障がい者サー
ビス 

【テーマ】情報アクセシビリティ すべての人に必要な
情報が届く社会を実現するために 

【対 象】県内の公共図書館職員、大学図書館職員、高
等学校図書館・特別支援学校図書館関係者、
図書館行政担当者、障がい福祉（読書バリア
フリー、情報アクセス）担当者 

１１月２８日 
※オンライン
配信あり 

５３名 

本の修繕の基
礎講座 

【テーマ】本の修繕の基礎講座・ワークショップ 
【対 象】県内の公共図書館職員 

３月５日 ３６名 

新任職員のた
めの図書館職
員実務研修会 

【テーマ】県民の幸せのためにある図書館、資料相談の
基礎知識とデータベース活用法、郷土資料の
収集と保存・基本的な本の扱い方 

【対 象】県内の図書館関係者（主に初任者） 

４月２１日 
※オンライン
配信あり 

３９名 

(３）県内図書館の課題解決に向けた支援 

・当館職員が希望する市町村立図書館の研修会に出向き研修を行った｡（４箇所、５回） 

・市町村立図書館等の依頼に応じ、当館職員が下表の付属機関等の委員を務めた。 

 

 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

9,924 （流用）▲718 9,206 8,829 0 377 
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附属機関等の名称 任  期 

境港市図書館協議会 令和５年１０月１日～令和７年９月３０日 

岩美町立図書館協議会 令和６年  ４月１日～令和８年３月３１日 

わかさ生涯学習館運営委員会 令和５年  ４月１日～令和７年３月３１日 

八頭町子どもの読書活動推進計画第３次計画策定委員 令和６年  ８月１日～令和７年３月３１日 

琴浦町子どもの読書活動推進計画策定委員 令和５年  ６月１日～令和６年５月３１日 

琴浦町図書館協議会 令和６年  ７月１日～令和７年３月３１日 

江府町図書館協議会 令和５年  ４月１日～令和７年３月３１日 

(４）県立図書館資料等の配送・回収事業 

市町村立図書館等に対し､宅配便によるリクエスト本の配送､一括大量貸出､資料相談を行った｡ 

＜令和６年度までの市町村立図書館等への貸出冊数＞  

支 援 先 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

市町村 ５３，３５２冊 ５３，８８４冊 ５４，３１７冊 ５１，５７６冊 

高等学校 ２６，９２２冊 ２３，３８３冊 ２０，２２２冊 １６，９８１冊 

特別支援学校 １４，６５９冊 １２，８６２冊 １３，７４９冊 １１，９０６冊 

病院図書室 ２，１６０冊 ２，１８５冊 ３，５３６冊 ３，９９２冊 

大学･団体･その他 ３，０８８冊 ３，３３６冊 ３．１３６冊 ４，３７５冊 

合   計 １００，１８１冊 ９５，６５０冊 ９４，９６０冊 ８８，８３０冊 

 

３ 事業の成果(改善状況)・課題等 

(１）改善等に取り組んだ点 

・市町村立図書館(含:学校図書館との合同研修)を対象とした研修会への講師派遣を行い研修テーマ

の担当部署の職員が講師を務めた｡各館職員のみならず当館職員のスキルアップにもつながった｡ 

(２）成果 

・市町村立図書館の要望等に応じてハイブリッド方式で研修を実施したことにより、遠隔地の図書館

の参加や１館からの複数名の参加が増加した｡ 

・図書館業務専門講座で市町村立図書館でのニーズの高いテーマを取り上げたことにより、前年比で

参加人数が７０名近く増加した。 

 第１回 第２回 第３回 第４回 合計 

令和５年度 ２５名 ２８名 ３７名 ２６名 １１６名 

令和６年度 ４７名 ４７名 ５３名 ３６名 １８３名 

・｢図書館へ行こう！キャンペーン」について､公共図書館に加え大学･高等専門学校図書館や専門図

書館に参加を呼びかけて実施したことで､館種を超えた図書館間のつながりを作ることができた｡ 

(３）課題 

・研修のハイブリッド開催により受講者が増加した一方で､直接顔を合わせる機会が減少し県内図書

館職員間のつながりが弱くなっている｡ 

・市町村立図書館と連携し県全体のより良い図書館サービスの提供を推進するため、図書館訪問の回

数を増やし､ニーズを把握することが必要である｡ 

・電子図書館サービス、業務のＤＸ化等新たな課題について、県内公共図書館が共同で研究を進め、

対応していく必要である。 

・図書館が知の情報拠点としてこれまで以上に活用されるよう、市町村立図書館と協力して図書館の

サービスや機能を広く県民にＰＲする必要がある｡ 
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事業名 図書館国際交流事業 評価 Ｂ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 
鳥取県が進めている環日本海諸国との交流や、さらなるグローバル化に伴う幅広い国際交流や国際

理解の促進を支援するために、環日本海交流室・国際交流ライブラリーの機能を生かし、広く海外情
報を収集・提供する。また、英語教育や国際理解教育の推進等、世界で活躍する人材育成につながる
情報を収集・提供する。 

 
２ 主な事業の実施状況 

(１）図書交換事業 
協定を締結している環日本海諸国の図書館と図書交換を行った。 

※ロシア沿海地方(ゴーリキー図書館､児童図書館)については､県がロシアとの交流を凍結して
いるため､送付を見送っている｡ 

(２）海外に関する資料の収集整理・提供の促進 

ア 環日本海交流室･国際交流ライブラリーの運営 
閲覧用資料を購入し､利用者に提供したほか､市町村立図書館や学校図書館等に貸出を行った｡(図

書９３３冊､雑誌３７種､新聞４種) 

イ 国際交流ライブラリー企画展示 
国際交流、講演会に関する企画展示を行った。 

・鳥取県が交流している国や地域に関する企画展示(県交流推進課や国際観光課と連携して実施した｡
(７回) 

・ピーナッツコレクションに関する展示(５回) 

(３）海外に関する情報発信の開催 
国際交流ライブラリー開設１０周年を記念し、世界で活躍する鳥取県出身者を講師とした国際交

流ライブラリー講演会を開催した。 
・開催日 １１月１０日 
・テーマ 鳥取から世界へ、世界から鳥取へ 
・講 師 タカサカモト氏（フットリンガル代表／作家） 
・参加者 ９９名 

(４）語学・歴史・文化等学習支援事業 

ア 多文化を知るイベントの開催 
① 英語のえほんを楽しもう♪ 

・開催日 ８月１８日 
・内 容 子どもから大人まで楽しめる英語絵本の読み聞かせ、英語絵本を活用して体を動かし

ながら楽しく英語に親しむ活動 
・講 師 レヴィ レイモンド氏（鳥取短期大学地域コミュニケーション学科 助教） 
・参加者 ７２名 

② 図書館で「ベトナム」を楽しもう♪ 
・開催日 ２月１６日 
・内 容 絵本の読み聞かせ(ベトナム語と日本語の対訳)、クイズや写真で楽しいベトナムの文

化紹介 
 
 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

4,743 （流用）▲287 4,456 4,405 0 51 

中国河北省 韓国江原道 ロシア沿海地方 モンゴル 

河北省図書館 春川市立図書館 
・ゴーリキー図書館 
・沿海州児童図書館 

中央県Ｄ.ナツァグド
ルジ記念公共図書館 

送付 受領 送付 受領 送付 受領 送付 受領 

１２５冊 １２０冊 １５８冊 １０１冊 － － ２０冊 ２０冊 
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・講 師 ラ ウェ ビン氏（ベトナム ホーチミン出身／鳥取市環日本海経済交流センター ベト
ナムコーディネーター） 

・参加者 ５５名 
イ 初心者向け英語多読関連講座の開催 
・開 催 日 ７月６日、２０日 
・内  容 当館所蔵の英語図書等を活用し、元英語教師を講師に招いて英語を楽しむ講座を試行的

に開催。 
・参加者数 各日とも１０名 

ウ 令和６年度鳥取県モンゴル中央県青少年交流事業関連イベント（図書館でモンゴルの子どもたちと
いっしょにあそぼう♪）の開催 

・開 催 日 ６月１５日 
・内  容 絵本や室内遊びを通した交流 
・参 加 者 ４７名 

 
３ 事業の成果（改善状況）・課題等 

(１）改善等に取り組んだ点 
国際交流ライブラリー講演会は、主会場のほか市町立図書館等のサテライト会場の設置や、自宅

等でのオンライン視聴も可能とし、居住地その他の状況に関わらず受講しやすい方法で開催した。 

(２）成果 
・英語のえほんを楽しもう♪や初心者向け英語多読関連講座では、英語の楽しみ方や、英語の本を
読むときのポイントなどを学ぶ機会が提供できたことに加え、当館所蔵の英語関連図書の周知と
国際交流ライブラリー・環日本海交流室の利用促進につながった。 

(３）課題 
・当館の国際交流ライブラリーや環日本海交流室が、多文化理解や県内在住外国人との交流の拠点
となるよう、国際理解のための講演会や行事等を開催し、さらなる利用の促進を図るとともに、
市町村立図書館や関係課･関係団体と協力し､レファレンスや資料提供､外国語学習等の支援の充実
に努める必要がある。 

・環日本海諸国に係る資料や情報の収集と充実に努め、県内在住外国人の支援及び県民の国際理解
を促進していく必要がある｡ 

・所蔵する英語資料を活用し、英語への興味関心を高めるための工夫や取組を行う必要がある。 
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事業名 図書館運営費(資料購入整理費) 評価 Ａ 

（単位：千円） 

１ 事業の目的、概要 

県立図書館の管理運営、資料整備を行う。また、外部委員から図書館運営について意見をいただく

図書館協議会を開催する。 

２ 主な事業の実施状況 

(１）図書館管理運営費 

幅広く当館の図書館運営に関する意見を求めるため図書館協議会を開催した。 

開催日 １０月３日 ２月２８日 

内容 

【協議事項】 

・令和５年度事業の実施状況について 

・令和６年度事業の実施計画について 

・読書バリアフリー計画の中間評価等について 

【報告事項】 

・県民から寄せられた意見 

・鳥取県立電子書籍サービスの利用状況 

・「鳥取県電子図書館普及キャラバン」 

・「図書館で英語の本を楽しもう」の結果 

・図書館を活用した｢あんしん健康ライフ｣応援

事業 

・ボランティアによる図書館の活性化 

・第２９回鳥取県図書館大会の開催結果 

【協議事項】 

・令和６年度事業の実施状況について 

・令和７年度事業の実施計画について 

・読書バリアフリー計画の改訂について 

【報告事項】 

・県民から寄せられた意見 

・鳥取県電子図書館普及キャラバンの開

催結果 

・わかりやすい館内標示への変更 

・全国高等学校ビブリオバトル２０２４

鳥取県大会の開催結果 

(２）資料購入整理費 

県民の専門的な要求にも応えられるよう資料の充実を図り、逐次刊行物については広範な分野で

最新の情報が提供できるよう充実に努めた。 

＜資料の整備状況＞                             (単位：冊) 

区 分 
令和５年度末

冊数 
購入等 

(寄贈含む) 
除 籍 計 

令和６年度末 
冊数 

蔵書合計 1,273,798 27,056 △958 26,098 1,299,896 

内 
 
訳 

一 般 876,252 18,152 △410 17,742 893,994 

郷 土 156,685 2,848 △1 2,847 159,532 

児 童 131,330 3,615 △156 3,459 134,789 

協 力 86,165 2,161 △387 1,774 87,939 

その他 23,366 280 △4 276 23,642 

＜電子書籍の整備状況＞ 

・利用できる電子書籍システム：ＫｉｎｏＤｅｎ(紀伊國屋書店) 

・利用可能冊数：専門書､学術書､英語多読用資料等 ２,９４３冊 

(３）受変電設備改修工事 

長寿命化計画に基づき､受変電設備の改修工事(実施設計)を行った｡(工事は令和７年度に実施) 

 

 

 

 

当初予算額 補正等予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

99,598 （流用）▲24 99,574 99,572 0 2 
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２ 事業の成果（改善状況）・課題等 

(１）改善等に取り組んだ点 

書店と選書から納品までのフローを確認し、流れや役割分担を整理することで円滑に電子書籍の

購入を進めた。 

(２）成果 

・電子書籍の導入により、遠隔地居住者の利便性の向上や図書館利用に困難のある方などの読書環境支援につ

ながった。 

・市町村立図書館では持つことの困難な専門書・技術書など多様な内容の資料を収集することにより、県民が

必要とする資料の提供を行った。 

(３）課題 

・電子書籍サービスの一層の周知を図り、利用の拡大に努める必要がある。 

・多様化、高度化する県民の要求に応えるために、専門家の助言を参考にしながら最新の資料を幅広

く収集する必要がある。 

・郷土資料については、出版情報を逐次確認しながら、網羅的な収集に努める必要がある。 

・書庫を有効に使い、資料の収集・保存・利用が適切に行えるよう、関連業務の改善を続ける必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「
サ
ー
ビ
ス
指
標
」
に
係
る
実
績
と
評
価
 

項
目
 

指
標
 

令
和
４
年
度
 

実
績
数
値
 

令
和
５
年
度
 

実
績
数
値
 

令
和
６
年
度
 

実
績
数
値
 

実
績
 

評
価
 

令
和
９
年
度
 

目
標
数
値
 

目
標
数
値
算
出
の
た
め
の
想
定
内
容
 

【
第
１
の
柱
】
 

｢
仕

事
と

く
ら

し
に
役
立
つ
図

書
館

｣
を

実
現

し
ま
す
。
 

1 
利
用
者
か
ら
の
資
料
相
談
件
数
 

14
,5
67

件
 

15
,0
32

件
 

15
,3
58

件
 

Ａ
 

15
,1
00

件
 
毎
年
約

10
0
件
(0
.7
%)
の
増
 

2 
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
相
談
会
の
相
談
件
数
 

46
件
 

48
件
 

43
件
 

Ｂ
 

58
件
 

毎
年

3
件
(7
.0
%)
の
増
 

知
財
相
談
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
相
談
会

が
令
和

5
年
度
よ
り
｢知

財
･ビ

ジ
ネ
ス
共

同
相
談
会
｣と

な
っ
た
た
め
件
数
が
減
少
 

3 
医
療
・
健
康
関
係
(4
9
類
)の

図
書
・
雑
誌

の
貸
出
冊
数
 

22
,2
85

冊
 

22
,4
88

冊
 

22
,6
37

冊
 

Ａ
 

20
,2
00

冊
 
毎
年

60
0
冊
(3
.5
%)
の
増
 

【
第
２
の
柱
】
 

｢
生

涯
を

通
じ

て
の

人
の

成
長
・
学
び
を
支

え
る

図
書

館
｣

を
実

現
し

ま
す
。
 

4 
学
校
図
書
館
活
用

年
間
計
画
を
作
成

し
た
学
校
の
割
合
 

小
学
校
 

97
.5
% 

98
.3
% 

98
.3
% 

Ｂ
 

10
0%
 
全
校
で
実
施
 

中
学
校
 

75
.0
% 

75
.0
% 

73
.2
% 

Ａ
 

71
%  

毎
年

1
校
の
増
 

高
等
学
校
 

25
.0
% 

28
.1
% 

25
.0
% 

Ｃ
 

50
% 

毎
年

1
校
の
増
 

特
別
支
援
学
校
 

70
.0
% 

70
.0
% 

70
.0
% 

Ｃ
 

10
0%
 
全
校
で
実
施
 

5 
子
ど
も
の
読
書
に
関
す
る
研
修
を
主
催

し
た
市
町
村
立
図
書
館
の
数
 

9
館
 

11
館
 

12
館
 

Ａ
 

11
館
 
毎
年

1
館
の
増
 

6 
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
取
り
組
む
県

内
の
図
書
館
数
 

3
館
 

1
館
 

4
館
 

Ａ
 

9
館
 
毎
年

1
館
の
増
 

【
第
３
の
柱
】
 

｢
鳥

取
県

の
文

化
を
育
み
世
界

に
発
信
す
る
図

書
館

｣
を

実
現

し
ま
す
。
 

7 
郷
土
資
料
の
所
蔵
数
 

15
3,
81
8
点
 

15
6,
68
5
点
 

15
9,
53
2
点
 

Ｂ
 

16
6,
70
0
点
 
毎
年

2,
50
0
点
(1
.6
%)
の
増
 

8 
県
立
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
｢鳥

取
県
の
情
報
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
数
 

79
,1
27

件
 

24
,4
79

件
 

5,
12
6
件
 

Ｄ
 

33
,6
00

件
 
毎
年
約

30
0
件
(0
.9
%)
の
増
 

9 
環
日
本
海
交
流
室
、
国
際
交
流
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
資
料
の
貸
出
数
 

14
,7
94

冊
 

14
,7
82

冊
 

15
,9
45

冊
 

Ａ
 

19
,7
00

冊
 
毎
年
約

20
0
冊
(1
.2
％
)の

増
 

２１-１ 



項
目
 

指
標
 

令
和
４
年
度
 

実
績
数
値
 

令
和
５
年
度
 

実
績
数
値
 

令
和
６
年
度
 

実
績
数
値
 

実
績
 

評
価
 

令
和
９
年
度
 

目
標
数
値
 

目
標
数
値
算
出
の
た
め
の
想
定
内
容
 

【
第
４
の
柱
】
 

｢
知

の
拠

点
と

し
て

の
図

書
館

｣
を

実
現

し
ま
す
。
 

10
 
横
断
検
索
の
ア
ク
セ
ス
件
数
 

92
,9
05

件
 

96
,6
87

件
 

13
9,
59
8
件
 

Ａ
 

11
0,
00
0
件
 
毎
年
約

1,
00
0
件
(1
.0
％
)の

増
 

11
 
全
県
で
共
同
利
用
し
て
い
る
商
用
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
閲
覧
ペ
ー
ジ
数
 

18
.5
13

頁
 

17
,8
39

頁
 

29
,5
79

頁
 

Ａ
 

27
,5
00

頁
 
毎
年

2,
00
0
頁
の
増
 

12
 
電
子
書
籍
の
利
用
件
数
 

－
 
(3

カ
月
) 

4,
13
8
件
 

20
,4
87

件
 
 
 Ａ

 
9,
00
0
件
 
R5
:5
,0
00

件
､そ

の
後
毎
年

1,
00
0
件
の
増
 

※
R6
.1
.4

本
格
稼
働
開
始
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

13
 
県
立
図
書
館
か
ら
市
町
村
立
図
書
館
、
学

校
図
書
館
等
へ
の
協
力
貸
出
(※

1)
冊
数
 

95
,6
50

冊
 

94
,9
60

冊
 

88
,8
30

冊
 

Ｄ
 

10
2,
50
0
冊
 
毎
年
約

50
0
冊
(0
.5
%)
の
増
 

14
 
市
町
村
立
図
書
館
、
学
校
図
書
館
等
か
ら

の
資
料
相
談
件
数
 

16
2
件
 

19
7
件
 

20
0
件
 

Ｂ
 

23
0
件
 
毎
年
約

10
件
(5
.7
%)
の
増
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

専
門
性
 

15
 
認
定
司
書
(※

2)
の
資
格
を
取
得
し
た
職

員
の
数
 

5
名
 

6
名
 

4
名
 

Ｄ
 

10
名
 
毎
年

1
名
の
増
 

16
 
鳥
取
県
立
図
書
館
主
催
の
図
書
館
業
務

専
門
講
座
に
参
加
し
た
市
町
村
立
図
書

館
の
数
 

19
館
 

17
館
 

19
館
 

Ａ
 

19
館
 
全
館
で
実
施
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

発
信
力
 

17
 
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
 

51
9,
76
4
件
 

32
2,
72
5
件
 

31
6,
27
6
件
 

Ｂ
 

38
0,
00
0
件
 
毎
年
約

5,
00
0
件
(1
.4
%)
の
増
 

18
 
県
立
図
書
館
Ｓ
Ｎ
Ｓ
(Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
)の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
 

20
0
名
 

56
8
名
 

84
6
名
 

Ａ
 

70
0
名
 
R4
:2
00

名
､そ

の
後
毎
年

10
0
名
の
増
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

保
存
と
公
開
 

19
 
と
っ
と
り
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

県
立
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
 

47
,9
72

件
 

48
,1
08

件
 

66
,1
86

件
 

Ａ
 

27
,0
00

件
 
毎
年
約

1,
00
0
件
(4
.8
%)
の
増
 

20
 
と
っ
と
り
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ

の
参
加
自
治
体
・
機
関
の
数
 

4
機
関
 

4
機
関
 

5
機
関
 

Ｃ
 

14
団
体
(機

関
) 

名
年

2
団
体
(機

関
)の

増
 

※
1 
協
力
貸
出
：
都
道
府
県
立
図
書
館
が
県
内
の
図
書
館
等
に
対
し
て
貸
出
を
行
う
こ
と
。
 

※
2 
認
定
司
書
：
公
益
財
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
が
認
定
す
る
司
書
。
図
書
館
に
お
け
る
実
務
経
験
や
実
践
的
知
識
・
技
能
を
継
続
的
に
修
得
し
た
者
を
評
価
し
、
各
地
域
の
図
書
館
経
営
の

中
核
を
担
い
う
る
司
書
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。
 

２１-２ 


